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はじめに 
本稿は、イギリスにおける第一期モンテッソ
ーリ教育運動を取り上げ、イタリアの教育思想
家モンテッソーリ（Maria Montessori , 1870 
-1952）が初めてイギリスを訪問し、国際モン
テッソーリ教員養成コースがロンドンで開催さ
れた 1919 年から 1929 年にかけての 10 年間の
運動の展開過程について検討を行うものである。 
1912 年以降イギリスに紹介されたモンテッ
ソーリ教育は様々な検討、論争を経ながらも主
としてイギリスの幼児教育界に受け入れられて
いく。1919 年には国際モンテッソーリ教員養成
コースがロンドンで開催され運動の高まりを見
せた。しかし、それとともに多くの問題点が明
らかとなり、1921 年モンテッソーリ協会は分裂
する。 
協会が分裂した後も、アメリカのように急速
に運動が衰退するということにはならなかった。
それは、隔年に開催された国際モンテッソーリ
教員養成コースの開講中、モンテッソーリがイ
ギリスに滞在して指導に当たり、普及活動にも
たずさわったからである。また、コースと並行
して、イギリス独自の講習会が開催され、幼児
学校のみならず保育学校や初歩学校へとその適
用を広げていく努力が続けられたからである。 
ロンドンで行われた隔年の国際モンテッソー
リ教員養成コースの準備と運営は、モンテッソ
ーリの意向と方針に忠実な協会に残った人々に
よって進められた。1921 年以降、イギリスでの
モンテッソーリ運動は国際モンテッソーリ教員
養成コースを中心として、そこで取り上げられ
た講義内容を詳細に伝えるという形で進行して
いく。ロンドン・タイムズの教育版（The 
Educational Supplement、以下 T.E.S と略記
する）に掲載されたモンテッソーリ教育関係の
記事数を見ると、1920 年代は奇数年、つまり、
国際教員養成コースが開設された年は、約 20
の記事が毎年扱われている。その内容としては、
コースでのモンテッソーリの講義内容の紹介が
半数以上を占めている１。 
国際教員養成コースは、イギリス国内より国
外からの受講者の方が多かった。1920 年代後半
以降には、様々な要因が重なり、イギリスのモ
ンテッソーリ運動はニュースバリューを失い、
衰退していく。1929 年に国際モンテッソーリ協
会（Association Montessori Internationale、
以下 AMI と略記）が組織され、本部はベルリ
ンにおかれた。イギリスのモンテッソーリ協会
はその支部としての活動を展開するようになる。 
本稿では、モンテッソーリ協会が分裂に至る
経緯と分裂後の協会が 1929年にAMIの支部に
なるまでの過程について考察する。 
 
1 モンテッソーリのイギリス訪問と国際教員
養成コースの開設 
1918 年秋に大戦が終わると、延期されていた
モンテッソーリのイギリス訪問とそこでの教員
養成計画が実現されることになった。1919 年 9
月 1 日から始まる教員養成コースのために、ロ
ンドンのマネージャーであるバング(C. A. 
Bang)が手はずを整え、マッケローニ（Anna 
Maccheroni ）が一足早くロンドンに入り、公
開用の教室を整備して彼女の到着を待った。  
モンテッソーリは、8 月 30 日イタリア公使館
員と モンテッソーリ協会幹部そして多数の教
師たちに迎えられてロンドンに到着した。教員
養成コースに対して 2000 人の受講希望者があ
り、その中から 250 人が選ばれて受講した。こ
れらの受講者の中には自費で個人的に参加した
者もいたが、教育院は 20 人分の奨学金を用意
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して各地の教員養成大学からこの 4 か月のコー
スに参加しやすいようにした。また、イングラ
ンドやスコットランド各地の教育当局は、コー
ス受講者に対して、その期間を有給休暇とする
ように配慮した。ロンドン州議会も多数の教師
に講義と実習に必要なだけの休みを有給で認め
た２。 
このような公的援助がコース受講者に与えら
れたということは、モンテッソーリ教育に対す
る関心が高かったことと、それに対する期待が
大きかったことを示している。イギリスにおけ
る養成コースの内容は以下のようである３。 
講義は全部で 50 時間であり、モンテッソー
リ自身によって行われた。モンテッソーリはイ
タリア語で話し、ハッチンソンが通訳をした。
講義に加えて、モンテッソーリと助手たちの監
督のもとで 50 時間の教育実習と、認定された
モンテッソーリ・クラスでの子どもの観察が 50
時間行われた。受講生は、教具を使用した経験
をもとにスクラップブックを作成し、筆記・口
述両方の試験に合格した後、モンテッソーリが
署名した資格証書（diploma）を受け取った。
それは、モンテッソーリ・スクールを開き、そ
こで教えることができる資格を与えるものであ
るが、教師を養成する資格は与えないと明記さ
れていた。 
モンテッソーリは滞在期間中、コースの講義
を担当しただけでなく、意欲的に活動し、ジャ
ーナリストたちと話す機会を多く持った。9 月
から 12 月にかけてほぼ毎週 T.E.S.紙上にモン
テッソーリ教育の原理が紹介され、モンテッソ
ーリの講義の概要が掲載された４。 
 ウエストミンスターで行われたモンテッソー
リの公開講演には 2700 人が参加した。また、
養成コースに参加できなかった 1500 人のため
に短期コースが開設された。モンテッソーリは、
王立医学会（Royal Society of Medicine）の会
合で講演し、文部大臣（the president of the 
Board of Education）を含む公式の晩餐会に出
席し、オックスフォード学生クラブで（Oxford 
Union Club）で講演するなど精力的に活動し、
各地で熱烈に歓迎された。モンテッソーリと個
人的に接し、彼女の話を直接聞いた人々は、こ
れまで懐疑的であった人々も含めてモンテッソ
ーリ教育に新たな関心を持つようになった。ク
レーマーが指摘しているように、モンテッソー
リと個人的に接した人たち、彼女を見たり聞い
たりした者は、魅力と自信の混合という彼女の
存在に引きつけられた。これは彼女の著書だけ
では不可能なことであった５。 
12 月国際教員養成コースが終了し、モンテッ
ソーリは一時帰国した。以後、教員養成コース
は以後 1938 年まで隔年に開催されることにな
る。翌 1920 年 1 月モンテッソーリは再度イギ
リスを訪問し、リバプール、マンチェスター、
バーミンガム、シェフィールド、リーズなど各
地を講演旅行した。各地で似たようなパターン
が繰り返された。つまり、市長主催の歓迎会が
開かれ満員の会場で講演し、新聞記者とのイン
タビューに応じ、偉大な教育者と話したがる教
師や親の群れにとりかこまれ、数か月を経ずに
モンテッソーリ協会や学校が設立されていった
のである６。       
このように、1919 年初めてイギリスを訪問し
たモンテッソーリは各地で熱烈に歓迎され、翌
年も訪英、モンテッソーリ教育に対する関心は
急速に高まった。1920 年代はモンテッソーリの
時代だったとコーエンは述べている７。1920 年
代のイングランドにおけるモンテッソーリ教育
に対する関心の高まりについて次節で叙述しよ
う。 
 
2.1920 年代のイングランド 
 1920 年代は、大正期新教育やワイマール・ド
イツの新教育等、新教育が国際的に高揚し、第
二次世界大戦が勃発する 30 年代をひかえ、一
瞬の光芒をはなった時期である８。当時のイン
グランドではデューイ(John ewey,1859-1952)、
ドクロリー（Ovide Docroly，1871-1932）、チ
ゼック（Cizek）、ダルクローズ（Dalcrose）、
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パーカスト（Helen Parkhurst ,1887-1973）の
教育思想や実践、ダルトン・プラン（Dalton 
Plan）、プロジェクト・メソッド（Project 
Method）などが紹介され、進歩主義教育運動
が盛んであった。当時の進歩主義教育者たちは
モンテッソーリの子ども尊重の態度や進歩主義
的な言説から、モンテッソーリ教育を歓待した。
モンテッソーリは一斉授業のクラスを非難し、
個々の子どもの自己教育を可能にする教具を開
発した。子どもサイズの環境を整えた。進歩主
義教育者が用いた「知性」「潜在能力の開発」
「性格」といったキー・ワードを教育の目標に
掲げた。こうした状況の中で、様々な批判はあ
ったとしても、モンテッソーリ教育の重要性と
影響力は確立していったと考えられる。大塚忠
剛が指摘するように「子ども中心主義教育の基
盤がすでに敷かれていたところにモンテッソー
リ法のシステムが入っていった９」のである。
この背景には、3R’s や公開入学試験などを重視
する中産階級による大歓迎という理由があった
１０。 
ここで、モンテッソーリを支持した進歩主義
教育者の一人であるエンソア(BeatriceEnsor, 
1885-1974)に言及しておく。エンソアは、1910
年グラモーガンにおいて最初の女性視学官とな
り、イギリス教育院の視学官として多くの経験
を積んだ。視察した大多数の学校における画一
的な訓練形態を厳しく批判した彼女は、モンテ
ッソーリ学校を訪問して、そこで活動(activity)、
自己発達（self- development)、自己規律(self 
-discipline)の機会が与えられていることに強
い印象を受けた１１。理想的な教育法を求めてい
たエンソアはモンテッソーリ教育に強い共感を
覚え、以後積極的にモンテッソーリ教育を支持
していく。 
当時のイギリスには、エドモンド・ホームズ 
（Edmond G.A.Holmes、1850-1936）が会長を
務める「教育の新理想」（New Ideals in 
Education）という組織があった。ホームズは
1910 年視学官を退いた後『教育の現状と可能
性』を著してイギリス新教育運動の先鞭をつけ
ただけでなく、教育院の依頼を受けてイタリア
の「子どもの家」を訪問し、モンテッソーリの
教育方法をイギリスに紹介した人物である１２。
彼は 1912 年連合王国モンテッソーリ協会（The 
Montessori Society of the United Kingdom）
を設立して会長となり、イギリスで最初にモン
テッソーリ学校を創設した彼の友人ホーカー
（Betraum Hawker）と共に 1914 年「教育の
新理想」を組織し、「モンテッソーリ会議」を
開催した。「教育の新理想」の年次会議ではモ
ンテッソーリ法が大いに議論されており、エン
ソアは 1916 年「教育の新理想」年次会議から
委員として活躍していた１３。 
「教育の新理想」主導者ホームズらと活動する
中で、彼女は「すべての子どもに内在する精神
力(spiritual powers)を解放することができれ
ば、すべての人々が真の幸福を見出すことので
きる新世界を創造することができる１４」という
確信を持つに至る。その信念は彼女が属する神
智学協会の教育部門である神智学教育組合
(Theosophical Fraternity in Education)の設立
趣意と合致したものであった。 
1917 年、視学官を辞し、神智学教育組合の理
事長となったエンソアは、レッチワースにある
神智学派の新学校セント・クリストファー校
（St. Christopher School）においてモンテッソ
ーリ教育を取り入れ、各地で新教育の啓蒙活動
に専心した。 
  1920 年 1 月には、エンソアは『新時代の教
育』(Education for the New Era)を創刊し、モ
ンテッソーリ教育をはじめとする各国の様々な
新教育の理論や方法を紹介することに努めた。
『新時代のための教育』の創刊号において、モ
ンテッソーリ・システムは教育運動の中で最も
貴重な要素であるとされている１５。創刊号には
モンテッソーリの片腕的存在であるクロード・
クレアモント（Claude Claremont）による「モ
ンテッソーリと新時代」と題する文が掲載され
た。続いて第 2 号、第 3 号、第 4 号と毎回モン
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テッソーリ関連の論文などが載り、1921 年に雑
誌のタイトルを『新時代』(The New Era)と改
めてからも 1 月、4 月、7 月の各号にモンテッ
ソーリ関連の記事が掲載されたという１６。 
コーエンが指摘するように、モンテッソーリ
法は、児童中心主義と伝統的な教材志向を巧妙
に組み合わせた就学前の教育方法として注目さ
れた。アダムス（John Adams）やナン（Percy 
Nunn,1870-1944）は個別教授（individualized 
instruction）をめざす運動は、モンテッソーリ
から大きな刺激とインスピレーションを得たと
証言している。モンテッソーリの批判者である
ボイド( William Boyd)でさえ、個別学習
（individualized learning）の指導者そして模
範(exemplar)としてモンテッソーリが教育史に
残るであろうということを認めざるを得なかっ
た１７。 
しかし、このようなモンテッソーリ教育運動
の頂点はどん底から遠くはなかった。1921 年に
はモンテッソーリ協会は分裂し、多くの会員が
運動から離脱していくことになるからである。 
   
3.モンテッソーリ協会の分裂 
モンテッソーリの英国訪問を契機に、その教
育に対する関心が高まる中で、これまで持ち越
されてきた問題が改めて取り上げられるように
なってきた。コースの終了にあたって次のよう
な質問が出た。①モンテッソーリ教育の中で想
像的活動と道徳教育の占める位置は何か。②ク
ラスの適正規模はどのくらいか。③野外保育で
実践できるものか。④保育学校でのリズム運動
は適切なものか。これらの質問に関してモンテ
ッソーリは説明を避けたが、その中でも想像性
の問題とおとぎ話の扱い方が多くの者に納得し
がたいものであったという１８。 
この想像性の問題とともに、教員養成をめぐ
る問題が再熱するようになった。1921 年 1 月
のモンテッソーリ協会の会合で、教員養成をめ
ぐる問題が取り上げられ、議長のバルフォア夫
人(Lady Betty Balfour)は次のように述べ、多
くの会員の賛同を得た。すなわち、モンテッソ
ーリ教師が非常に少ないことは残念なことであ
る。また、学生がその教育原理を知ろうとして
も十分に知る機会がない。その最大の障害とな
っているのは、モンテッソーリ自身に直接養成
されないかぎりモンテッソーリ教師になれない
ことである。すでに資格を持っている人に教員
養成を委託することをモンテッソーリ博士に求
めようではないか１９、と。 
この提案に対して、イギリス養成コースのオ
ーガナイザーであるバングは、モンテッソーリ
の考えでは、これまでに養成コースを出たもの
で、他の人を養成出来る力を持っている人はま
だいないとした。そして、モンテッソーリが毎
年そこに数か月滞在できるような研究所を設立
するための基金を集めることが教師を増やす最
善の方法であるとモンテッソーリの考えを代弁
した２０。 
このバングの回答に対して多くの者が強い不
満を持った。モンテッソーリ教育に対する関心
が高まり、それを学びたい希望者が増大してい
たからである。「モンテッソーリはいたるとこ
ろで自由の保障と自己発達の尊重を説いている。
それにもかかわらず、なぜ教員の自由と自立性
を認めないのか」と批判する者もいた２１。 
コーエンが指摘しているように、モンテッソ
ーリ協会には当初から内輪同士の葛藤が存在し
ていた。すなわち、バングやグラント牧師のよ
うな熱狂的な崇拝者と、モンテッソーリ法をイ
ギリスの状況に合わせて柔軟に修正していこう
とするホームズのようなプラグマティストとの
間の葛藤である２２。前述した教員養成をめぐる
不満を一つの契機としてモンテッソーリ協会の
会員の中に分裂が生じてきた。それはモンテッ
ソーリの指令を実行することが役目であると考
える会員たちと、教育的グループとして自分た
ちの役割をもっと一般的に考える多数の会員た
ちとの間の対立だった。 
1921 年 9 月に開かれたモンテッソーリ協会
の会合で、キミンズ博士は「モンテッソーリ運
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動の将来」というテーマのもとに次のように話
し、新聞で広く報道された。 
「運動に人の名前がついていることは悲しむ
べき不幸である。なぜなら、教育に終局はなく、
個々の教師は時代の進展に合わせて方法を変え
ていかなければならないからである。確かにど
んな改革の計画にも教師のパーソナリティの反
映があるにちがいない。それがなければ失敗に
終わるだろう。しかしながら、もし最初の計画
から生じる相違が大きくなったならば、元の計
画の創始者の名前は省かれるべきである２３。」 
このような運動に名前がつくことがより大き
な運動への発展への障害になっているというキ
ミンズ博士の見解に対して異議を唱える会員も
いた。バングは、「協会後援で招かれたキミン
ズ博士が、その協会員に対して、その存在を負
っている人の名前を使うことを悲しむべきとす
るとは奇妙なことである。モンテッソーリ協会
は、その名前をつけた運動にその存在を負って
いるばかりではなく、会長にモンテッソーリを
迎えているではないか。２４」と不満を述べた。
しかし大多数の会員は、モンテッソーリ教育の
原理を出発点としながらもっと広い教育改革を
めざし、方法と運動の分離の必要性を主張する
キミンズ博士を支持した。 
このようなキミンズ講演の知らせに対して、
モンテッソーリは手紙を書き、「協会と運動か
ら自分の名前をはずし、会長を辞任する」こと
を申し出た２５。 
モンテッソーリからの申し出に接し、委員会
は二つに分裂した。一つは、彼女が絶交した多
数の会員たちで、もう一つは彼女に忠実であろ
うとする少数の会員たちであった。 
この後、さらに方法と運動をめぐる論争が展
開されたが、結局、バング等を中心とするモン
テッソーリに忠実な一団だけがモンテッソーリ
の名前の独占的使用権を保持し、他の多くの会
員たちは脱会していった。 
モンテッソーリ教育をイギリスに導入するの
に大きな役割を果たしたホームズも、モンテッ
ソーリ運動から離脱していく。ホームズが主導
者である新教育運動組織「教育の新理想」は最
初、主にモンテッソーリ教育をテーマに取り上
げていたが、次第にモンテッソーリから距離を
取るようになり、パーカスト、ドクロリ、チゼ
ック、シュタイナー（Rudolf  Steiner,1861- 
1925）の思想を積極的に受容し、それらについ
て盛んに論議するようになっている２６。 
1921 年にモンテッソーリ協会が分裂した後、
大多数の会員たちはより広い教育運動のなかで
その教育の展開をめざすようになったのである 
 
4.全国モンテッソーリ・センターとその活動 
協会が分裂した後も、アメリカのように急速
にイギリスのモンテッソーリ運動が衰退すると
いうことにはならなかった。それは、隔年に開
催された国際モンテッソーリ教員養成コースの
開講中、モンテッソーリがイギリスに滞在して
指導に当たり、普及活動にもたずさわったから
である。また、コースと並行して、イギリス独
自の講習会が開催され、幼児学校のみならず保
育学校や初歩学校へとその適用を広げていく努
力が続けられたからである。 
ロンドンで行われた隔年の国際モンテッソー
リ教員養成コースの準備と運営は、モンテッソ
ーリの意向と方針に忠実な協会に残った人々に
よって進められることになった。 
1920 年 12 月、大英帝国及びアイルランドの
各地にできていたそれぞれのモンテッソーリ協
会から 2 名ずつの代表が選出され、全国モンテ
ッソーリ・センター（National Montessori 
Center）が発足した。この全国モンテッソー
リ・センターが中心となって、1919 年以降、ロ
ンドンで隔年行われるようになった国際モンテ
ッソーリ教員養成コースの運営に当たるように
なった。この組織は、1929 年に AMI が設立さ
れ、イギリス支部となるまで、イギリス本国及
びアイルランド各地のモンテッソーリ協会の中
心的存在として活動を続けたのである２７。 
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1923 年にはロンドンにおいてモンテッソー
リ教育の作品展を開かれた。これは、イギリス、
イタリア、スペイン、オランダ、フランス等諸
国のモンテッソーリ・スクールでの子どもの作
品を集めて展示したもので、4－5 歳児の筆記体
の書写や、年長児の幾何学図形を伴ったデザイ
ンや模様などからなるものであった。この展示
会は、当時開催中であった国際モンテッソーリ
教員養成コースの受講生のみならず、一般にも
公開された。T.E.S.も写真入りで大きく取り上
げ、その見事な出来栄えを賞賛し、これは感覚
訓練を含めたモンテッソーリ教育の成果である
と報じた２８。 
全国モンテッソーリ・センターは 1920 年代
の約 10 年間、教員養成コースを開催し、各種
の講習会を準備し、展示会を開き、教具の販売
窓口となり、また情報の中心的機関として機能
した。 
さて、これまではモンテッソーリの直接の指
導下でなければ教員養成は言うまでもなく、講
習会の開催も許されなかったが、1925 年初めて
それが可能になった。10 月から 12 月にかけて
クレアモントが講師となって、現職の教師が参
加できるように金曜日の夕方 5 時 45 分から 7
回の連続講演を行う講習会が開かれた。内容は
以下のようである２９。 
第 1 回（10 月 30 日）感覚訓練。主として感
覚筋肉運動を目的とする諸活動と内的な目的を
持つ諸活動。円柱さし、色板、幾何学的形態等。
感覚訓練の価値と運動との関係。第 2 回（11
月 6 日）読み書き。幾何学的挿し込みの感覚。
滑粗板。移動アルファベットでの作文。書くこ
とへの爆発。単語、文章、本を読むこと。声を
出して読むことと演劇的活動。第 3 回（11 月
13 日）算数。初期の感覚教具の価値。長い階段
による数え方の学習。紡ぎ棒箱。カード。ゼロ
遊び。最初の計算。第 4 回（11 月 20 日）美術。
最初のデザイン。第 5 回（11 月 27 日）音楽。
分析と総合。線上の行進。リズム活動。音楽鑑
賞。音感ベル。音符の名前の学習。楽譜の書き
方。作曲。第 6 回（12 月 4 日）自由と規律。モ
ンテッソーリの自由の概念。第 7 回（12 月 11
日）英語のスペルの難しさ。 
講義内容を見ると、3R’s に関する技術的なも
のが中心を占めており、きわめて実践的なもの
となっていることが分かる。また、モンテッソ
ーリ教育の最初の体系になかった音楽や美術が
そこに含まれるようになっている。これは、林
が指摘するように、イギリスの教育への適用を
考えるとき、音楽や美術等の芸術的側面を無視
することができなかったことと、モンテッソー
リ自身が教育体系の中に芸術的側面を取り入れ
ることに取り組むようになったことによるので
あろう３０。 
この講習会を最初のものとして、イギリス各
地において各種の講習会が開かれるようになる。
1926 年、ホワイト博士（Dr. Jessie White）が
「モンテッソーリ教育の特徴とそれをイギリス
の学校にいかに適用するか」のテーマのもとに
連続講義を行った。また、ロンドン大学教授ナ
ン博士による 6 歳から 12 歳までの学童を対象
とする上級モンテッソーリ法に関する連続講義
も行われた３１。 
その後、1926 年クレアモントによる 2 年間
の全日制モンテッソーリ予科養成コースが開設
されることになった。この全日制予科養成コー
スが 1929 年にモンテッソーリ教員養成カレッ
ジ（Montessori Training College）へと昇格し
た。これは 2 年間のコースを主体としながら、
3 年間のコース、1 年間のコース、補助的特別
コースの 4 つのコースをもつものである。モン
テッソーリによって隔年開かれている国際コー
スに出席しなければならないが、養成カレッジ
のコースを終了し、試験に合格した者にはその
証明書が授与されるものであった。イギリスに
おけるモンテッソーリ教員養成は、完全に自立
したとは言えないまでも、しっかりした基盤を
持つようになったのである３２。 
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5.国際教員養成コースの内容 
イギリスにおけるモンテッソーリ教育への関
心は、当初から自己教育の原理に向けられてい
たが、それとともに教具と 3R’s の学習効果にも
向けられていた。幼児学校の教師の多くは、自
由を許容する中で子どもの自主性を育てていく
教育形態を学ぶとともに、感覚教具から砂文字
や数の棒へと発展していく教具の系列にも関心
を持っていた。 
 1921 年夏、ハーペンデンにある聖ジョージ学
校（St. George School）にモンテッソーリ部門
が設けられ、クレアモントが責任者となって初
等学校にモンテッソーリ教育を適用する実験を
開始した。同種の部門が 1923 年には、レッチ
ワースにあるセント・クリストファー学校にも
設けられた。 
 このような動向を反映して、国際教員養成コ
ースの講義内容も教科教育のあり方とその指導
法に重点が置かれるようになってきた。国際教
員養成コースで取り上げられた講義内容には、
以下のようなものがある。 
 まず、文法の教育について見てみると、品詞
の学習のために、名詞は黒、動詞は赤、形容詞
は褐色といった色分けしたカードを用い、その
カードで文を構成する活動を通して、品詞の特
性と役割を学習していく指導方法が取り上げら
れた３３。 
 次に、読み書きに関して、モンテッソーリ教
育のイギリスへの導入時には、イタリア語の表
記文字と英語の違いに伴う困難が指摘されてい
たが、この時期になると、英語の特徴に合わせ
た指導方法の開発が進められている。例えば、
発音において共通性を持つ子音や母音（ch, 
sh,ea,etc）を抽出し、それを単語カードにまと
め、発音と綴り字の学習を平行して進めていく
方法が紹介された３４。 
文学の指導については、モンテッソーリは依
然としておとぎ話は子どもに不適切であると考
えており、12 歳以前の子どもには詩を読ませる
よう主張する。それは、古典詩が素晴らしいリ
ズムを持っており、子どもの心に直接訴える力
を持っているからである。そして、作詩や作文
の真の学習はそれを強制されたところに成立す
るものではなく、優れた詩に多く接する経験を
通して自然と生まれてくるものであるとしてい
る３５。 
 読みの指導に関しては、次のような主張を展
開した。大きな声を出して本を読ませるイギリ
スの古いタイプの教育は改められなければなら
ない。音読を強制することによって、子どもに
本を読むことへの嫌悪感を植えつけていること
に教師は気づかなければならない。モンテッソ
ーリによれば、読み方の教育は、細長い紙片に
短い文を書き、それを子どもに渡し、その文意
に従って行動することを求めることから始める
のがよい。読むうえで大切なことは、そこに書
かれている文意を正確に把握することであり、
意味を十分につかむことなく声をだして読みあ
げることは意味がない。このような経験を通し
て、子どもはごく自然に声を出して読むように
なるものであるとしている３６。 
 また、読み方の教科書について、もっと分冊
化し、絵をたくさん入れて子どもにとって楽し
いもの、魅力的なものとなるよう改善されなけ
ればならないと指摘している。それに加えて、
読み方の教育は教科書の中だけにあるのではな
く、教育環境全体を考えること、例えば教師は、
優れた詩句を美しく印刷して、教室の壁に貼っ
ておくといった工夫をすべきである３７。 
 最後に算数の教育についても、教員養成コー
スで頻繁に取り上げられるようになった。量と
数との関係について、一般に数えることの指導
が先であると考えられているが、モンテッソー
リによれば、数は抽象性が高く、量は具体的で
ある、そのため、具体的な量との関係の理解の
中から、数が明らかになる、という。それゆえ、
数をビーズによって表わし、そのビーズの長さ
を数の具体物として量的に把握したとき、抽象
的な数の理解が可能となるとしている３８。 
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 また、一般には加減乗除の計算が少しでも早
くできるようになることを目指して行われてい
るが、それは算数教育の正しいあり方とは言え
ない。モンテッソーリ教育においては数の本質、
性質を理解することを目指して算数教育が行わ
れる。具体的には、ビーズを使い、10 進法の法
則性を体験することによって理解させようとす
るものである。このような数についての基本的
理解が、結果的には計算の速さ及び正確さにつ
ながるとしている３９。 
 このように、1920 年代のコースの内容は、モ
ンテッソーリ教育がイギリスにおいて初歩学校
への適用の検討が進められてきたこととも呼応
して、教科教育に関するものが多くなり、きわ
めて実践的な色彩を強めてきた。イギリスの幼
児学校、初歩学校の教師は、このようなコース
に参加し、その学びをそれぞれの場で実践の中
に生かしていったと考えられる。 
当時モンテッソーリ教具を採用した学校では、
多くがそれを改造するとか特定の子どもの興味
や能力に合わせて使用するように工夫した、と
いう４０。マクミラン(Margarett McMillan）も
スーザン・アイザックス(Susan Isaacs)もモン
テッソーリ法をその教育プログラムに受容した
人たちであったが、紙面の関係上、彼らとモン
テッソーリ法との関連については稿を改めて論
じることにしたい。 
 
6.新教育連盟とモンテッソーリ教育運動 
1921 年 8 月「教育を通して世界の平和を促
進させる国際的団体を創設４１」しようとする
観点をもって、「新教育連盟」(The New 
EducationFellowship,1921-1966)の第 1 回国
際会議がフランスのカレーで開かれた。会議の
主導者はエンソアであり、それまで個々に活動
していた世界各国の新教育運動活動家、提唱者
がこの会議に参加することになった。 
連続講演の主なテーマは、「子どもの創造的
自己表現」であった。教育改革について異なる
見解を持つ様々な国籍の人々が一堂に会し、互
いに知識を広め、見解を拡大する機会を持った。 
この会議にはクレアモントがモンテッソーリ
の代理として出席した。彼はその席上、自己表
現は安易にモンテッソーリ教育と調和する概
念ではないこと、いかなる子どもも指導者も自
分自身を表現する充分な機会を得ていないこ
と、科学的方法によって子どもの全環境が充分
に準備されてはじめて想像力を期待できるこ
と、モンテッソーリ博士の偉大な成果は、子ど
もたちが大人の圧迫から解放され、子どもたち
が学ぶ必要のあるものを喜びをもって自発的
に学ぶという方法を実行したことにあると主
張した４２。 
自己表現が教育目的理念として肯定される
にしても、それは学びとられるべきものであっ
て、それ自体を目的として掲げることはモンテ
ッソーリ教育法に矛盾するというクレアモン
トが提出した疑義は、席上イギリス側から強く
反駁されたという４３。 
以後、新教育連盟主催の国際会議は、会を重
ねるごとに参加国も人数も増加していった。し
かし、モンテッソーリ運動は新教育運動の一翼
を担うというよりは、その独自の歩みを進めて
いく。 
 1926 年、国際モンテッソーリ教員養成コース
の卒業生から成る「モンテッソーリ同窓会」
（Montessori Alumni）がロンドンに結成さ
れた。その 1927 年の年次会合に出席したモン
テッソーリは、「この会合が他の教育運動が持
っているような国際会議へと発展してほしい」
とその抱負を述べている４４。 
 1929 年、第 5 回新教育連盟国際会議がデン
マークのエルシノーアにおいて開かれた。この
会議では、当時関心を持たれていたモンテッソ
ーリ法、ドクロリー法、ダルトン・プラン等が
取り上げられた。その際、新教育連盟会議の一
部をなすものとして、モンテッソーリ教育をま
だよく知らない人々のための短期学習コースが
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開かれ、モンテッソーリがその公開講義を担当
した４５。 
この第 5 回新教育連盟国際会議開催中に、最
初の「国際モンテッソーリ会議（International 
Montessori  Congress）が開かれ、これを契機
として「国際モンテッソーリ協会」が設立され
た。会長はモンテッソーリであり、本部はベル
リンに置かれた。その目的は、世界各国のモン
テッソーリ・スクールとモンテッソーリ協会及
び教員養成を指導管理することであった４６。 
この 1929 年は、イギリスにおいて養成カレ
ッジが設立され、国際モンテッソーリ協会が発
足し、国際モンテッソーリ会議が開催されるよ
うになったという意味で、モンテッソーリ教育
運動にとって画期的な年であった。しかし、イ
ギリスにおいては、モンテッソーリ教育に対す
る人々の関心は低下していき、代わって保育学
校運動やパーカストによるダルトン・プランな
どの新しい教育運動が脚光を浴びるようになる。
1930 年代以降のイギリスにおけるモンテッソ
ーリ教育運動については稿を改めて論じること
にしたい。  
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